





































などと考えられた。一方、 【治療-の経済的基盤】 【体外受精継続への適応】 【妊娠への
希望】は、体外受精を受け続けることによって、夫や両親、自己の拍療継続を支えて
くれる周囲の人々の支援に応えたいという欲求に導かれた価値基準であった。価値体
系の中に存在する規範と欲求は連動して働くため、規範が大きくなれば欲求も大きく
なることが推測された。ゆえに、不妊の女性の価値体系を知ることは、不妊治療の継
続もしくは中止の意思決定を促す際に必要な看護介入の方法と時期を予測することに
つながり、不妊の女性の主体的な意思決定を導くことができると思われた。
総　　括:本研究の結果は、必要時に不妊治療の発展的な諦めを支援する方法を考え、実施して
いく上での新しい示唆を与えると思われる。しかし、対象が8名と少なく結果の一般
化に課題を残している。女性不妊症だけでなく、さらに対象の範囲を広げて調査する
必要がある。また、体外受精の実施回数ごとでの意思決定の変化について、縦断的研
究によって検証する必要もあると考える。
